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 社会福祉･医療の公益性･非営利性の観点から、経営主体のガバナンスの強化、透明性向上等の制度の見直しが

行われ、説明責任を果たし、地域社会に貢献する法人の在り方がさらに求められております。本通信では、これ

ら社会福祉法人･医療法人の制度改革その他経営関連のトピックスをご紹介致します。 
**************************************************************************************************

継続事業の前提に関する注記について 

 社会福祉法人会計基準の第29条で、｢計算書類には、

法人全体について次に掲げる事項を注記しなければな

らない。｣として 16 項目が掲げられています。そして

その第１号に｢会計年度の末日において、社会福祉法人

が将来にわたって事業を継続するとの前提(以下この

号において｢継続事業の前提｣という。)に重要な疑義を

生じさせるような事象又は状況が存在する場合であっ

て、当該事象又は状況を解消し、又は改善するための対

応をしてもなお継続事業の前提に関する重要な不確実

性が認められる場合には、継続事業の前提に関する事

項｣と規定されています。 

◆重要な疑義を生じさせるような事象又は状況 

 厚生労働省社会･援護局福祉基盤課等が４課連名で

発出した平成 23 年 7 月 27 日付の事務連絡｢社会福祉

法人会計基準の運用上の取扱いについて(Ｑ＆Ａ)｣(以

下｢Ｑ＆Ａ｣と言います。)では、｢継続事業の前提に重要

な疑義を生じさせる事象又は状況が存在する場合とは、

例えば債務超過等を指します｣と、例示しています。 

 一方、日本公認会計士協会がまとめた｢公益法人の継

続事業の前提について｣に記載された例示を社会福祉

法人に置き換えてみると、財務指標関係だけでも①サ

ービス活動収益計の著しい減少、②継続的な経常増減

差額又は事業活動資金収支差額のマイナス、③重要な

マイナスの経常増減差額又は当期活動増減差額の計上、

④重要なマイナスの事業活動資金収支差額の計上、⑤

債務超過の５例となり、他にも財務活動関係で５例、事

業活動関係で６例、その他で２例を挙げています。 

 これらから見ると｢事象又は状況｣は多岐にわたりそ

うですが、いずれにしても債務超過はこの｢事象又は状

況｣に該当します。 

◆解消等の対応をしても不確実性が認められること 

 ただしこれらの｢事象又は状況｣が存在する場合の全

てに注記が必要なわけではありません。｢当該事象又は

状況を解消し、又は改善するための対応をしてもなお、

継続事業の前提に関する重要な不確実性が認められ

る｣ときに、注記が必要になります。裏返して言うと、

事象又は状況を解消し、又は改善するための対応を行

うことで継続事業の前提が確保されるのならば、注記

は不要となります。ただしこの場合は一定の判断が介

入するので、その判断を誰がどのように行ったかは明

確にしておく必要があるでしょう。 

◆注記が必要となる場合の注記すべき事項 

 Ｑ＆Ａでは、財務諸表に注記すべき事項として、①当

該事象又は状況が存在する旨及びその内容、②当該事

象又は状況を解消し、又は改善するための対応策、③当

該重要な不確実性が認められる旨及びその理由④当該

重要な不確実性の影響を財務諸表に反映しているか否

かの別、を挙げています。 

◆債務超過の実態と注記の有無 

 ｢社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム｣で令

和５(2023)年度に計算書類(令和４年度決算分)を開示

している社会福祉法人は21,011法人でしたが、うち債

務超過となっている法人は 125 法人ありました。しか

し、うち継続事業の前提に関する注記が付されていた

のは10法人のみで、かつ注記すべき事項４項目につい

て何らかの形で全て触れられていたのは４法人でした。

また｢債務超過だが解消･改善策により継続事業の前提

が確保される｣という趣旨の注記は１件もありません

でした。 

  + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + + 

 今回は｢債務超過｣の案件のみを見ましたが、巷間言

われるような｢経常増減差額が３期連続でマイナス｣で

見た場合、法人数は数千件に及びます。計算書類の内容

だけでなく注記にも目を配りたいものです。 
 

社会福祉法人・医療法人の経営・法律・会計等に関す

るお問合せ・ご質問はウェブサイトのお問合せフォー

ムからお願い致します。 

https://iuvet.jp/service-line/magazine/ 
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